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令和５年度徳丸おとしより相談センター 事業計画書 

 

１ 組織・運営体制等 

〇組織・運営体制における課題及び解決に向けた計画 ※箇条書きとし、簡潔に記載※ 

 

 

（１） 組織・運営体制 

 〇重点事業・目標の設定 

 

課 題 解決に向けた取り組み・計画 

・業務に対する意欲の低下及び離職防止に課題がある。 

・超過勤務削減のため業務の合理化を図る。 

・個人の選択やライフステージに応じた多様な働き方を支援する。（在宅

ワークやサテライト・オフィスの推奨等） 

目 標 

「元気な徳丸」を目指す。 

＊徳丸地域については、高齢化率は高くないが、高齢者の数は多い。10年、20年先でも「元気な高齢者が多い徳丸」と言われる

ようその土壌を作っていく。 

重点事業 

実現可能な範囲であ

れば複数チェック可 

※（ ）内は具体的

な方針を簡潔に記載 

☐ 総合相談支援事業            （                         ） 

☐ 権利擁護事業              （                         ） 

☐ 包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 （                         ） 

☐ 地域ケア会議の実施           （                         ） 

☐ 在宅医療・介護連携推進事業       （                         ） 

☐ 生活支援体制整備事業          （                         ） 

☑ 認知症総合支援事業           （ 認知症の方の居場所づくり            ） 

☑ 介護予防・生活支援サービス事業     （ セルフケアの継続                ） 

☑ 一般介護予防事業            （ 各集団への活動支援               ） 
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 〇研修計画 ※個人情報保護措置の研修については必須記載※ 

会議名 主催 開催回数（開催時期） 内容 備考 

個人情報保護措置研修 包括主催 
1回(区の個人情報自

己点検表提出後) 
個人情報保護措置に係る研修  

感染症に関する研修 法人主催 年 1回以上 その他（備考に記載） 
感染症の知識、予防

に資する研修 

権利擁護研修 外部主催 年 1回以上 その他（備考に記載） 
虐待、身体拘束、後見

制度等 

認知症研修 外部主催 年 1回以上 その他（備考に記載） 
意思決定支援、居場

所づくり等 

 

 〇センターの周知計画及び夜間・早朝や休日等の緊急時における連絡体制 

センター周知計画 
☑チラシなどの配布 ☑出前講座などの活用 ☑地域行事への参加 ☐ＳＮＳ・ＨＰなどの活用 

☐その他（               ） 

緊急時における連絡体制 

（センター内） 
☑緊急時の連絡網の策定  ☐その他（               ） 

緊急時における連絡先・窓口の周知方法 

（住民向け） 

☐自動再生アナウンスによる緊急連絡先の案内  ☐輪番制による携帯電話への転送 

☑留守番電話の録音案件への折り返し対応  ☐併設施設への電話転送による対応 

☐その他（               ） 
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（２）利用者満足度の向上 

 〇苦情対応体制の整備 

 

 〇プライバシー確保のための環境整備 

 

 

２ 個別業務 

（１） 包括的支援事業 

① 総合相談支援事業 

〇総合相談支援事業における課題及び解決に向けた計画 ※課題については箇条書きとし、簡潔に記載※ 

 

 

 

 

Ｑ．苦情対応体制を整備し、苦情内容や苦情への対応策について記録しているか。 

☑ 記録している   (➡ 記録の管理方法： 専用の紙ファイルのほか、データでも管理している。         )    

 ☐ 記録していない 

☑ 個人情報の取り扱いについて区の契約・法人の規定などに基づき対応している。 

☑ 相談スペースの確保を行い、相談しやすい環境を整備している。 

☑ PC 端末の画面が関係者以外に見えないよう配置への配慮を行っている。 

☐ その他（                        ） 

課 題 解決に向けた取り組み・計画 

・職員が困難ケースを一人で抱えてしまう場合がある。 
・検討や情報共有等を夕礼の時間で行う等、所内で相談できる時間を確保

する。 
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 〇地域包括支援ネットワーク構築・実態把握 

会議体 開催回数（開催時期） 内容（複数チェック可） 備考 

地区町会長会議 

（又は地域情報連絡会） 

1 回以上参加 ☑ 挨拶  ☐ 事業の周知等  ☐ 情報提供 ☐ 連携依頼 

☐ その他（                    ） 

施設長と連携する。 

地区別連絡会 

2回(7 月と 2月) ☐ 挨拶  ☐ 事業の周知等  ☑ 情報提供 ☐ 連携依頼 

☑ 交流会  ☑ 事例検討会  ☐ 研修会 ☐ 講演 

☐ その他（                    ） 

 

相談協力員連絡会 

1回（3月中旬～下旬） 

 

☐ 挨拶  ☐ 事業の周知等  ☐ 情報提供 ☐ 連携依頼 

☑ 交流会  ☐ 事例検討会  ☐ 研修会 ☐ 講演 

☐ その他（                    ） 

見守り登録者の情報共有

等 

地区民生・児童委員協議会 
10 回（原則毎月） ☑ 挨拶  ☑ 事業の周知等  ☐ 情報提供 ☐ 連携依頼 

☐ その他（                    ） 

 

出前講座等 

2回（4月と 9月ごろ） ☐ 挨拶  ☐ 事業の周知等  ☑ 情報提供 ☐ 連携依頼 

☐ 講演   ☑ その他（  体力測定 ） 

（開催先団体名） 

徳丸マナーズクラブ 

1回（11 月ごろ） ☐ 挨拶  ☐ 事業の周知等  ☑ 情報提供 ☐ 連携依頼 

☐ 講演   ☐ その他（               ） 

（開催先団体名） 

徳丸ニュースター 

1回 ☐ 挨拶  ☐ 事業の周知等  ☐ 情報提供 ☐ 連携依頼 

☐ 講演   ☑ その他（ 体力測定      ） 

（開催先団体名） 

徳丸の会 

 

 〇地域における関係機関・関係者のネットワークの管理 

把握情報 ☑ 介護サービス事業者  ☑ 医療機関  ☑ 民生委員 ☑ その他（ こども食堂、自主グループ等 ） 

管理方法 
☑ マップ（紙） ☐ マップ（データ） ☑ リスト（紙）  ☐ リスト（データ） 

☐ その他（                                 ） 

地域特性の把握内容 
・昔から住んでいる住民が多く、住民の多くは情報通である。 

・ここ数年で医療機関が増えたため医療の確保がしやすくなった。 
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 〇高齢者見守り事業 

 

 

② 権利擁護事業 

〇権利擁護事業における課題及び解決に向けた計画 ※課題については箇条書きとし、簡潔に記載※ 

 

 

 

ひとり暮らし高齢者 

見守り対象者名簿 

登録者の状況把握目標 把握方法 相談協力員との連携方法・時期等 

（新規） 100％ 

訪問または電話を通じ、状況の把握に努める。ま

た、地域の相談窓口であることを住民に知ってもら

う。 

2月の名簿を受領したころ（例年 3月末ご

ろ）に開催し、相談協力員連絡会一部を利

用し、情報提供および共有を行う。その他

日常の業務において適宜実施する。 （新規以外） 95％ 

民生委員の訪問と時期が重ならないよう 8月や 1月

ごろに訪問または電話をする。場合によっては、 

民生委員やケアマネ等との情報共有を図る。 

高齢者見守り 
キーホルダー 

登録勧奨、普及・啓発方法 

☑ 地域イベント参加  ☑ 老人クラブ・サロン等の訪問 ☑ 個別訪問時の情報提供 ☐ パンフレット作製・配布 

☑ センター主催事業実施時における広報 ☑ センターだよりの活用 ☑ 民生委員や関係機関との連携 

☐ その他（                                                 ） 

課 題 解決に向けた取り組み・計画 

・権利擁護事業について必要性を感じながらも職員によって得手不得手

がある。 

・コロナ自粛による高齢者の心身の閉じこもりが懸念される。 

・高齢世帯、認認介護、身寄りのない高齢者など、家族の役割が大きく

変わり、家庭内では解決できないことが増えている。 

・研修の参加、OJT の実施、チームの形成などを実施する。 

・相談先の周知を行う。 

・本人申し立てによる成年後見制度利用を推進する。 



6 

 

 

 〇権利擁護事業における実施事業等 

 

 

 ③包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

〇包括的・継続的ケアマネジメントにおける課題及び解決に向けた計画 ※課題については箇条書きとし、簡潔に記載※ 

 

 〇事業者交流会等（包括的・継続的ケアマネジメント支援における会議や研修）の開催計画 

 

 

会議名 会議種別 開催回数（開催時期） 内容 備考 

出前講座 
消費者被害・特殊詐欺等の防

止・対応 
3回以上/年 参加事業における普及啓発 

対象:老人クラ

ブなど 

出前講座 成年後見制度利用支援 年 1回 参加事業における普及啓発 
対象:老人クラ

ブなど 

課 題 解決に向けた取り組み・計画 

・地域の介護支援専門員の一部は社会資源情報が不足している。 

・地域の介護支援専門員は勉強熱心である。 

毎月の勉強会を通じて、地域資源の活用方法やアセスメント能力の向上に

ついて知る機会を設ける。また、単独事業所のサポートができるよう介護

支援専門員同士のつながりを緩やかに作っていく。 

会議名 方法 開催回数（開催時期） テーマ・内容 参加対象 備考 

徳丸地区ケアマネ勉強会 事例検討会 年 11 回 困難事例、多職種連携など 
地域の介護支援専門

員 

事例は居宅と包括が

交互に提出。11回の

うち 3回は気づきの

スパービジョン研修

を開催する。 

有料老人ホーム交流会 交流会 年 1回 
有料老人ホームにおける課

題や、情報共有等 

地域の有料老人ホー

ムケアマネまたは相

談員 
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④地域ケア会議の実施 

〇地域ケア会議の実施における課題及び解決に向けた計画 ※課題については箇条書きとし、簡潔に記載※ 

  

〇実施する地域ケア会議 

※地域ケア会議として位置付けられている「認知症初期集中支援チーム員会議」については、７認知症総合支援事業で記載。 

 

 ⑤在宅医療・介護連携推進事業 

〇在宅医療・介護連携推進事業における課題及び解決に向けた計画 ※課題については箇条書きとし、簡潔に記載※ 

 

 〇在宅医療・介護連携推進事業における実施会議等 

 

課 題 解決に向けた取り組み・計画 

・参加者が限定されており、多角的な視点が得られない。 ・地域住民を巻き込んだ会議を実施する。 

会議名 開催回数（開催時期） テーマ 備考 

ケアマネジメント支援型地域ケア個別会

議（小地域ケア会議） 
年 1回(11 月) 

介護予防または重度化防止、認知症の方の居場所づくり

のいずれか 
 

日常生活圏域レベル地域ケア推進会議

（地区ネットワーク会議） 
年 1回(1～2月) 

介護予防または重度化防止、認知症の方の居場所づくり

のいずれか 
 

課 題 解決に向けた取り組み・計画 

・コロナにより医療職との連携を十分に行うことができなかった。 
・入退院時の連携強化。（退院カンファレンス、入院時の情報提供など） 

・地区のケアマネや医療機関との交流会を企画する。 

会議名 開催回数（開催時期） 内容 備考（連携先） 

医療相談員との交流会 1回（11月ごろ） 主催（交流会） 赤塚地区包括合同事業 
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⑥ 生活支援体制整備事業 

第２層協議体との 

関わり方について 
会場設営、受付、資料作成、物品の管理など事務局的な立場で関わり、住民主体の協議体としてサポートする。 

第２層協議体と専門職 

との連携について 

地区ネットワーク会議、地域リハビリテーションサービス調整会議、地域ケア会議等を通じて、介護サービス事業所

や介護支援専門員、医師、医療相談員等と協議体のメンバーがお互いの活動や目的を知る機会となるよう働きかけて

いく。 

 

⑦ 認知症総合支援事業 

〇認知症総合支援事業における課題及び解決に向けた計画 ※課題については箇条書きとし、簡潔に記載※ 

  

〇認知症総合支援事業における実施事業・会議等 

 

課 題 解決に向けた取り組み・計画 

・認知症サポーターとの関りが少ない 

・地域住民の認知症に対する理解が乏しい。 

・活動できる場所作りを一緒に企画していく。 

・本人ミーティングの立ち上げ。 

・ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ月間に本屋さんなどに認知症コーナーの設置してもらう。 

会議・事業名 会議・事業種別 開催回数（開催時期） 内容 備考 

認知症ｻサポーター養成講座 認知症サポーター養成講座 3回以上（随時） 主催（講演会）  

きずな・やすらぎ（家族会） 

参加 
認知症家族交流会支援 各 3回 主催（交流会） 

赤塚地区包括合

同事業 

認知症初期集中チーム員会議 認知症初期集中支援事業 6回（隔月） その他（備考に記載） 事例検討 

認知症サポーター交流会 認知症サポーターの活動支援 年 1回 主催（交流会）  

認知症サポーター養成講座 キャラバンメイトとの連携 年 1回 主催（研修会）  

出前講座 認知症予防等の講座開催 年 1回以上（随時） 主催（講演会）  

認知症ｶﾌｪの周知 認知症カフェ支援 随時 その他（備考に記載） 周知活動 
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（２）介護予防・日常生活支援総合事業 

 ①介護予防・生活支援サービス事業、②一般介護予防事業 

〇介護予防・日常生活支援総合事業における課題及び解決に向けた計画 ※課題については箇条書きとし、簡潔に記載※ 

  

〇介護予防・日常生活支援総合事業における実施事業等 

 

課 題 解決に向けた取り組み・計画 

・地域住民のセルフケアマネジメント力を高める必要がある。 

・地域住民の活動の場を周知していく必要がある。 

・地域の自主グループの団体に働きかけ、体力測定会・元気力チェックを

実施する。また、個別支援の中で、元気力チェックを実施して、自身の状

態を把握し、セルフケアマネジメント力を高めていけるよう支援する。 

・10 の筋トレグループの活動が地域住民に周知されるよう支援する。ま

た、参加者が世話人に依存することなく、会の活動や運営に自然な形で協

力できるよう働きかけていく。 

会議・事業名 会議・事業種別 開催回数（開催時期） 内容 備考 

体力測定会・元気力チェック実

施 
介護予防把握事業 4回以上 その他（備考に記載） 

介護予防サポー

ターと連携し老

人クラブ・10の

筋トレグループ

などに実施 

10 の筋トレグループ支援 
地域リハビリテーション活動

支援への協力 
6回 その他（備考に記載） 

各団体に赴き状

況把握と支援実

施 

出前講座 介護予防普及啓発事業 2回以上 主催（研修会）  

出前講座・事業協力 地域介護予防活動支援事業 年 1回以上 その他（備考に記載） 

住民主体の事業

や老人クラブ等

に参加者の紹介

や活動支援を行

う 


